
『数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ』 

第１ 高等学校教科担当教員の意見・評価 

１ 前     文 

令和７年度（第５回）共通テストが実施された。共通テストは，大学への入学志望者を対象に，

高等学校の段階における基礎的な学習の達成の程度を判定し，大学教育を受けるために必要な能力

について把握することを目的としている。  

共通テストでは，指導要領において育成することを目指す資質・能力を踏まえ，知識の理解の質

を問う問題や，思考力・判断力・表現力等を発揮して解くことが求められる問題を重視して出題す

ることとなっており，数学においても，数学の問題発見・解決の過程を重視し，事象を数理的に捉

え，数学の問題を見いだすこと，解決の見通しをもつこと，目的に応じて数，式，図，表，グラフ

などの数学的な表現を用いて処理すること，及び解決過程を振り返り，得られた結果を意味付けた

り，活用したり，統合的・発展的に考察したりすることなどを求めることとなっている。 

ここでは，本年度の問題について評価の視点から分析し，上記の共通テストの目的や趣旨が実現

されているかどうかについて評価したい。 

なお，評価に当たっては，21 ページに記載の８つの観点により，総合的に検討を行った。 

２ 内 容・範 囲 

第１問 （三角関数） 

⑴(ⅰ) 三角関数を含む方程式の二つの一般角 𝛼𝛼𝛼𝛼 と 𝛽𝛽𝛽𝛽 の動径が同じときの解について，基本的

な知識・技能を問うている。 

(ⅱ) 単位円周上でサインの値が等しくなるとき，動径が異なる点Ｐと点Ｑの間につねに成り立

つ関係について，基本的な知識・技能を問うている。 

(ⅲ) (ⅱ)で考察したことを踏まえ 𝛼𝛼𝛼𝛼 と 𝛽𝛽𝛽𝛽 についての関係式を考えることにより，三角関数を

含む方程式の解について，数，式，図を用いて数学的に処理する力や数学的な見方・考え方

を働かせ，適切かつ能率的に処理する力を問うている。 

⑵ 三角関数を含む方程式の解について，⑴の過程を振り返り，統合的・発展的に考える力を問

うている。また，三角関数を含む方程式について，論理的に推論する力や，⑴で得られた結果

を踏まえて，数学的な見方・考え方を働かせ，適切かつ能率的に処理する力を問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ

る。解決の過程を振り返るなどして数学のよさを認識できているかを測るような設問もあり，問

うべき資質・能力についてもバランスがとれている。 

第２問（指数関数・対数関数） 

⑴ 水草Ａの増え方について，倍率の特徴を捉えて，数学的に表現する力を問うている。また，

倍率 𝑟𝑟𝑟𝑟 の満たす数式について，常用対数表を用いて数学的に処理する力を問うている。 

⑵ ⑴の基本方針に加えられた条件のもと，作業の後に残す水草Ａの量 𝑎𝑎𝑎𝑎 (％)と倍率 𝑟𝑟𝑟𝑟 につい

て，数学的に表現する力を問うている。また 𝑎𝑎𝑎𝑎，𝑟𝑟𝑟𝑟 が満たす方程式や不等式について，数学的

な見方・考え方を働かせ，常用対数表を用いて適切かつ能率的に処理する力を問うている。さ

らに，得られた結果を元の事象に戻してその意味を考える力を問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ
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る。日常生活や社会の事象における事象の特徴を捉えて，数，式，表を用いて数学的に処理する

問題であり，問うべき資質・能力についてもバランスがとれている。 

第３問（微分・積分の考え） 

⑴ 導関数や極値及び不定積分について，基本的な知識・技能を問うている。 

⑵(ⅰ) 同じ導関数をもつ二つの３次関数の極値とその導関数の符号について，基本的な知識・技

能を問うている。また，𝐹𝐹𝐹𝐹(𝑥𝑥𝑥𝑥) のグラフの概形について，考察したことを踏まえて数学的に

処理する力を問うている。 

(ⅱ) 𝐹𝐹𝐹𝐹(𝑥𝑥𝑥𝑥) に関する条件から，定積分を用いて関数や極大値を表すことについて，数，式，グ

ラフを用いて数学的に処理する力を問うている。また，３次関数 𝐹𝐹𝐹𝐹(𝑥𝑥𝑥𝑥) の極大値について，

(ⅰ)の結果を活用して，見いだした事柄を既習の知識と結び付け，概念を広げたり深めたりす

る力を問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ

る。数学的に処理する力を問うだけでなく，見いだした事柄を既習の知識と結び付け，概念を広

げたり深めたりする力も問われている問題である。問うべき資質・能力についてもバランスがと

れている。 

第４問（数列） 

⑴ 直線 𝑦𝑦𝑦𝑦 = 3𝑥𝑥𝑥𝑥 と 𝑥𝑥𝑥𝑥 軸，直線 𝑥𝑥𝑥𝑥 = 21 で囲まれた図形Ｔの内部にある格子点の個数について，

事象の特徴を捉え，数学化する力や，数，式，図を用いて数学的に処理する力を問うている。

また，等差数列とその和についての基本的な知識・技能を問うている。 

⑵ 𝑛𝑛𝑛𝑛 を自然数としたとき，関数  𝑦𝑦𝑦𝑦 = 2𝑥𝑥𝑥𝑥  と 𝑥𝑥𝑥𝑥 軸， 𝑦𝑦𝑦𝑦   軸及び直線 𝑥𝑥𝑥𝑥 = 𝑛𝑛𝑛𝑛 + 1 で囲まれた図形

Ｕ の内部にある格子点の個数について，数，式，図を用いて数学的に処理する力を問うている。

また，等比数列の和や和の記号Σについての基本的な知識・技能を問うている。 

⑶ 放物線 𝑦𝑦𝑦𝑦 = 𝑎𝑎𝑎𝑎𝑥𝑥𝑥𝑥2 + 𝑏𝑏𝑏𝑏𝑥𝑥𝑥𝑥 + 𝑐𝑐𝑐𝑐 と 𝑥𝑥𝑥𝑥 軸，𝑦𝑦𝑦𝑦 軸及び直線 𝑥𝑥𝑥𝑥 = 𝑛𝑛𝑛𝑛 + 1 で囲まれた図形Ｖの内部にあ

る格子点の個数が 𝑛𝑛𝑛𝑛3 となるときの整数 𝑎𝑎𝑎𝑎 ，𝑏𝑏𝑏𝑏 ，𝑐𝑐𝑐𝑐 について，問題を解決するための見通し

をもって，数学的な見方・考え方を働かせ，適切かつ能率的に処理する力を問うている。また，

解決過程を振り返るなどして，統合的・発展的に考える力を問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ

る。事象の特徴を捉え数学化し解決する問題であり，問うべき資質・能力についてもバランスが

とれている。 

第５問（統計的な推測） 

⑴ Ｑ地域で今年収穫されるレモンの重さについて，無作為抽出されたレモンがＬサイズである

確率を標準正規分布から求める基本的な知識・技能を問うている。また，Ｑ地域で今年収穫さ

れるレモン 20 万個中Ｌサイズのレモンの個数について，二項分布に従うことを用いて平均

（期待値）を求める基本的な知識・技能を問うている。 

⑵ ⑴のレモンの重さの母平均  𝑚𝑚𝑚𝑚  に対する 95％の信頼区間の幅を４ｇ以下にするために必要

な標本の大きさを求めることについて，標本平均の期待値や分散（標準偏差），信頼区間の幅

についての基本的な知識・技能を問うている。条件を満たす標本の大きさを求めることについ

て，数，式を用いて数学的に処理する力を問うている。また，得られた結果を元の事象に戻し

てその意味を考える力を問うている。 

⑶ ⑴のレモンの重さの母平均 𝑚𝑚𝑚𝑚 が過去の平均より軽いといえるかどうかを，有意水準５％

(0.05)で仮説検定を行い検証することについて，数，式，表，グラフを用いて数学的に処理す

る力を問うている。また，検定の結果から，有意水準５％で今年収穫されるレモンの重さの母

平均が 110ｇより軽いといえるかについて問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ

る。日常生活における問題を数理的に捉えて数学化し，解決する問題であり，問うべき資質・能

力についてもバランスがとれている。 

第６問（ベクトル） 

⑴ 球面上の３点Ａ，Ｂ，Ｃが正三角形をなすときの点Ｃが満たす条件式を，図形的性質からベ

クトルの大きさや内積の定義を利用して求める基本的な知識・技能を問うている。 

⑵(ⅰ)(ⅱ) 具体的な 𝑎𝑎𝑎𝑎 の値に対して，⑴の条件式から 𝑥𝑥𝑥𝑥 ，𝑦𝑦𝑦𝑦 ，𝑧𝑧𝑧𝑧 の値の存在について，数，式を

用いて数学的に処理する力や，得られた結果を元の事象に戻してその意味を考える力を問うて

いる。 

⑶ △ＡＢＣが正三角形となる球面上の点Ｃがあるための必要十分条件を求めることについて，

数学的な見方・考え方を働かせ，適切かつ能率的に処理する力を問うている。また，解決過程

を振り返るなどして統合的・発展的に考え，さらに，得られた結果を基に拡張・一般化する力

を問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ

る。数学的に処理する力を問うだけでなく，得られた結果を基に図形的に考察する力を問うてい

る。問うべき資質・能力についてもバランスがとれている。 

第７問（平面上の曲線と複素数平面） 

⑴ 複素数の差と商，偏角についての基本的な知識・技能を問うている。 

⑵ 𝑤𝑤𝑤𝑤 = γ−α
β−α

   としたとき，２直線が垂直に交わるための条件についての基本的な知識・技能を 

問うている。 

⑶(ⅰ) 𝛼𝛼𝛼𝛼 = 𝑧𝑧𝑧𝑧 ，𝛽𝛽𝛽𝛽 = 2 ，𝛾𝛾𝛾𝛾 = 4
𝑧𝑧𝑧𝑧
 とするとき，２直線が垂直に交わるための必要十分条件を求めた 

り，その条件を満たす点 𝑧𝑧𝑧𝑧 全体を図示したりすることに対して，数，式を用いて数学的に

処理する力を問うている。 

(ⅱ) 𝛼𝛼𝛼𝛼′ ，𝛽𝛽𝛽𝛽′ ，𝛾𝛾𝛾𝛾′ を（ⅰ）の 𝛼𝛼𝛼𝛼 ，𝛽𝛽𝛽𝛽 ，𝛾𝛾𝛾𝛾 をそれぞれ −1 倍した複素数とするとき，２直線が垂

直になるような点𝑧𝑧𝑧𝑧 全体を図示することに対して，数学的な見方・考え方を働かせ，適切か

つ能率的に処理する力を問うている。 

(ⅲ) 𝛼𝛼𝛼𝛼′′ ，𝛽𝛽𝛽𝛽′′ ，𝛾𝛾𝛾𝛾′′ を（ⅰ）の 𝛼𝛼𝛼𝛼 ，𝛽𝛽𝛽𝛽 ，𝛾𝛾𝛾𝛾 における 𝑧𝑧𝑧𝑧 を −𝑧𝑧𝑧𝑧 に置き換えた複素数とするとき，

２直線が垂直になるような点 𝑧𝑧𝑧𝑧 全体を図示することに対して，数学的な見方・考え方を働か

せ，適切かつ能率的に処理する力を問うている。また，見いだした事柄を既習の知識と結び

付け，概念を広げたり深めたりする力を問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ

る。数学的に処理する力を問うだけでなく，見いだした事柄を既習の知識と結び付け，概念を広

げたり深めたりする力を問うている。問うべき資質・能力についてもバランスがとれている。 

 

【総合所見】 

全体を通して，『数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ』の範囲から適切に出題されており，設問内容も学

習指導要領の範囲内であるとともに，その内容に極端な偏りもなく適切であった。焦点化した問

題を解決するための基本的な知識・技能を問うだけでなく，数学的な見方・考え方を働かせて適

切かつ能率的に処理したり，論理的に推論したりするなど，思考力・判断力・表現力等を問うて

いた。また，解決過程を振り返るなどして統合的・発展的に考える力等を問う問題に加え，数学

的な問題を解決するための見通しをもつ力や日常生活や社会の事象，数学の事象から特徴を捉え，
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る。日常生活や社会の事象における事象の特徴を捉えて，数，式，表を用いて数学的に処理する

問題であり，問うべき資質・能力についてもバランスがとれている。 

第３問（微分・積分の考え） 

⑴ 導関数や極値及び不定積分について，基本的な知識・技能を問うている。 

⑵(ⅰ) 同じ導関数をもつ二つの３次関数の極値とその導関数の符号について，基本的な知識・技

能を問うている。また，𝐹𝐹𝐹𝐹(𝑥𝑥𝑥𝑥) のグラフの概形について，考察したことを踏まえて数学的に

処理する力を問うている。 

(ⅱ) 𝐹𝐹𝐹𝐹(𝑥𝑥𝑥𝑥) に関する条件から，定積分を用いて関数や極大値を表すことについて，数，式，グ

ラフを用いて数学的に処理する力を問うている。また，３次関数 𝐹𝐹𝐹𝐹(𝑥𝑥𝑥𝑥) の極大値について，

(ⅰ)の結果を活用して，見いだした事柄を既習の知識と結び付け，概念を広げたり深めたりす

る力を問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ

る。数学的に処理する力を問うだけでなく，見いだした事柄を既習の知識と結び付け，概念を広

げたり深めたりする力も問われている問題である。問うべき資質・能力についてもバランスがと

れている。 

第４問（数列） 

⑴ 直線 𝑦𝑦𝑦𝑦 = 3𝑥𝑥𝑥𝑥 と 𝑥𝑥𝑥𝑥 軸，直線 𝑥𝑥𝑥𝑥 = 21 で囲まれた図形Ｔの内部にある格子点の個数について，

事象の特徴を捉え，数学化する力や，数，式，図を用いて数学的に処理する力を問うている。

また，等差数列とその和についての基本的な知識・技能を問うている。 

⑵ 𝑛𝑛𝑛𝑛 を自然数としたとき，関数  𝑦𝑦𝑦𝑦 = 2𝑥𝑥𝑥𝑥  と 𝑥𝑥𝑥𝑥 軸， 𝑦𝑦𝑦𝑦   軸及び直線 𝑥𝑥𝑥𝑥 = 𝑛𝑛𝑛𝑛 + 1 で囲まれた図形

Ｕ の内部にある格子点の個数について，数，式，図を用いて数学的に処理する力を問うている。

また，等比数列の和や和の記号Σについての基本的な知識・技能を問うている。 

⑶ 放物線 𝑦𝑦𝑦𝑦 = 𝑎𝑎𝑎𝑎𝑥𝑥𝑥𝑥2 + 𝑏𝑏𝑏𝑏𝑥𝑥𝑥𝑥 + 𝑐𝑐𝑐𝑐 と 𝑥𝑥𝑥𝑥 軸，𝑦𝑦𝑦𝑦 軸及び直線 𝑥𝑥𝑥𝑥 = 𝑛𝑛𝑛𝑛 + 1 で囲まれた図形Ｖの内部にあ

る格子点の個数が 𝑛𝑛𝑛𝑛3 となるときの整数 𝑎𝑎𝑎𝑎 ，𝑏𝑏𝑏𝑏 ，𝑐𝑐𝑐𝑐 について，問題を解決するための見通し

をもって，数学的な見方・考え方を働かせ，適切かつ能率的に処理する力を問うている。また，

解決過程を振り返るなどして，統合的・発展的に考える力を問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ

る。事象の特徴を捉え数学化し解決する問題であり，問うべき資質・能力についてもバランスが

とれている。 

第５問（統計的な推測） 

⑴ Ｑ地域で今年収穫されるレモンの重さについて，無作為抽出されたレモンがＬサイズである

確率を標準正規分布から求める基本的な知識・技能を問うている。また，Ｑ地域で今年収穫さ

れるレモン 20 万個中Ｌサイズのレモンの個数について，二項分布に従うことを用いて平均

（期待値）を求める基本的な知識・技能を問うている。 

⑵ ⑴のレモンの重さの母平均  𝑚𝑚𝑚𝑚  に対する 95％の信頼区間の幅を４ｇ以下にするために必要

な標本の大きさを求めることについて，標本平均の期待値や分散（標準偏差），信頼区間の幅

についての基本的な知識・技能を問うている。条件を満たす標本の大きさを求めることについ

て，数，式を用いて数学的に処理する力を問うている。また，得られた結果を元の事象に戻し

てその意味を考える力を問うている。 

⑶ ⑴のレモンの重さの母平均 𝑚𝑚𝑚𝑚 が過去の平均より軽いといえるかどうかを，有意水準５％

(0.05)で仮説検定を行い検証することについて，数，式，表，グラフを用いて数学的に処理す

る力を問うている。また，検定の結果から，有意水準５％で今年収穫されるレモンの重さの母

平均が 110ｇより軽いといえるかについて問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ

る。日常生活における問題を数理的に捉えて数学化し，解決する問題であり，問うべき資質・能

力についてもバランスがとれている。 

第６問（ベクトル） 

⑴ 球面上の３点Ａ，Ｂ，Ｃが正三角形をなすときの点Ｃが満たす条件式を，図形的性質からベ

クトルの大きさや内積の定義を利用して求める基本的な知識・技能を問うている。 

⑵(ⅰ)(ⅱ) 具体的な 𝑎𝑎𝑎𝑎 の値に対して，⑴の条件式から 𝑥𝑥𝑥𝑥 ，𝑦𝑦𝑦𝑦 ，𝑧𝑧𝑧𝑧 の値の存在について，数，式を

用いて数学的に処理する力や，得られた結果を元の事象に戻してその意味を考える力を問うて

いる。 

⑶ △ＡＢＣが正三角形となる球面上の点Ｃがあるための必要十分条件を求めることについて，

数学的な見方・考え方を働かせ，適切かつ能率的に処理する力を問うている。また，解決過程

を振り返るなどして統合的・発展的に考え，さらに，得られた結果を基に拡張・一般化する力

を問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ

る。数学的に処理する力を問うだけでなく，得られた結果を基に図形的に考察する力を問うてい

る。問うべき資質・能力についてもバランスがとれている。 

第７問（平面上の曲線と複素数平面） 

⑴ 複素数の差と商，偏角についての基本的な知識・技能を問うている。 

⑵ 𝑤𝑤𝑤𝑤 = γ−α
β−α

   としたとき，２直線が垂直に交わるための条件についての基本的な知識・技能を 

問うている。 

⑶(ⅰ) 𝛼𝛼𝛼𝛼 = 𝑧𝑧𝑧𝑧 ，𝛽𝛽𝛽𝛽 = 2 ，𝛾𝛾𝛾𝛾 = 4
𝑧𝑧𝑧𝑧
 とするとき，２直線が垂直に交わるための必要十分条件を求めた 

り，その条件を満たす点 𝑧𝑧𝑧𝑧 全体を図示したりすることに対して，数，式を用いて数学的に

処理する力を問うている。 

(ⅱ) 𝛼𝛼𝛼𝛼′ ，𝛽𝛽𝛽𝛽′ ，𝛾𝛾𝛾𝛾′ を（ⅰ）の 𝛼𝛼𝛼𝛼 ，𝛽𝛽𝛽𝛽 ，𝛾𝛾𝛾𝛾 をそれぞれ −1 倍した複素数とするとき，２直線が垂

直になるような点𝑧𝑧𝑧𝑧 全体を図示することに対して，数学的な見方・考え方を働かせ，適切か

つ能率的に処理する力を問うている。 

(ⅲ) 𝛼𝛼𝛼𝛼′′ ，𝛽𝛽𝛽𝛽′′ ，𝛾𝛾𝛾𝛾′′ を（ⅰ）の 𝛼𝛼𝛼𝛼 ，𝛽𝛽𝛽𝛽 ，𝛾𝛾𝛾𝛾 における 𝑧𝑧𝑧𝑧 を −𝑧𝑧𝑧𝑧 に置き換えた複素数とするとき，

２直線が垂直になるような点 𝑧𝑧𝑧𝑧 全体を図示することに対して，数学的な見方・考え方を働か

せ，適切かつ能率的に処理する力を問うている。また，見いだした事柄を既習の知識と結び

付け，概念を広げたり深めたりする力を問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ

る。数学的に処理する力を問うだけでなく，見いだした事柄を既習の知識と結び付け，概念を広

げたり深めたりする力を問うている。問うべき資質・能力についてもバランスがとれている。 

 

【総合所見】 

全体を通して，『数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ』の範囲から適切に出題されており，設問内容も学

習指導要領の範囲内であるとともに，その内容に極端な偏りもなく適切であった。焦点化した問

題を解決するための基本的な知識・技能を問うだけでなく，数学的な見方・考え方を働かせて適

切かつ能率的に処理したり，論理的に推論したりするなど，思考力・判断力・表現力等を問うて

いた。また，解決過程を振り返るなどして統合的・発展的に考える力等を問う問題に加え，数学

的な問題を解決するための見通しをもつ力や日常生活や社会の事象，数学の事象から特徴を捉え，
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数学化する力を問う問題も出題されており，バランスのとれた出題と言える。 

３ 分 量・程 度 

第１問 全問必答 

基本～標準的な難易度の設問で構成されており，小問の設定も丁寧である。設問数と文字数

は試験時間に照らして適切である。⑴(ⅲ)と⑵については，標準的な難易度であるが，学びの質

によって差がつきやすい良問である。 

第２問 全問必答 

基本～標準的な難易度の設問で構成されており，小問の設定も丁寧である。設問数と文字数

は試験時間に照らして適切である。 サシ については，標準的な難易度であるが，学びの質に

よって差がつきやすい良問である。 

第３問 全問必答 

基本～標準的な難易度の設問で構成されており，小問の設定も丁寧である。設問数と文字数

は試験時間に照らして適切である。⑵(ⅱ)については，標準的な難易度であるが，学びの質によ

って差がつきやすい良問である。 

第４問 選択問題 

基本～標準的な難易度の設問で構成されており，小問の設定も丁寧である。設問数は試験時

間に照らして適切であり，文字数についても適切である。⑶は学びの質によって差がつきやす

い問題で，やや難易度が高かったが，今後の学びの質を向上させるためにこのような設問は必

要である。問題全体としての難易度は適切である。 

第５問 選択問題  

基本～標準的な難易度の設問で構成されている。設問数及び文字数は試験時間に照らして適

切である。 スセソタ 及び  チ  ，  ツ  についてはやや難易度が高かったが，今後の学びの

質を向上させるためにこのような設問は必要である。問題全体としての難易度は適切である。 

第６問 選択問題 

基本～標準的な難易度の設問で構成されている。設問数及び文字数は試験時間に照らして適

切である。小問による誘導も丁寧であり，⑶については標準的な難易度であるが，学びの質に

よって差がつきやすい良問である。 

第７問 選択問題  

基本～標準的な難易度の設問で構成されている。設問数及び文字数は試験時間に照らして適

切である。小問による誘導も丁寧であり，⑶については標準的な難易度であるが，学びの質に

よって差がつきやすい良問である。 

４ 表 現・形 式 

第１問  

三角関数を含む方程式 sinα = sinβ を満たす解を，動径が 𝑦𝑦𝑦𝑦  軸について対称であること

を用いて考察する場面において，数学的な見方・考え方を働かせ，適切かつ能率的に処理した

り，論理的に推論したりする学習過程を意識した問題場面が設定されている。また，⑵では⑴

の解決過程を振り返り，統合的・発展的に考える力を問われており，問題作成方針に照らして

適切である。文章表現・用語は適切であり，配点も適切である。問題全体を通し適切・適正な

表現・形式である。 

第２問 

１日ごとに一定の倍率で増える水草が水面を覆う面積を題材として，事象の特徴を捉えて数

学化し，問題を解決する学習過程を意識した場面が設定されている。これは日常生活や社会の

事象を数理的に捉えた上で数学的に処理し問題解決につなげる過程を重視しており，問題作成

方針に照らして適切である。文章表現・用語は適正であり，配点も適正である。問題全体を通

して適切・適正な表現・形式である。 

第３問 

同じ導関数をもつ二つの３次関数を題材として，そのグラフの考察や，定積分を用いて二つ

の極値の関係を考察する場面において，数学的な見方・考え方を働かせ，適切かつ能率的に処

理したり，その解決過程を振り返って既習の知識と結び付け，概念を広げたり深めたりする学

習過程が意識されており，問題作成方針に照らして適切である。文章表現・用語は適切であり，

配点も適切である。問題全体を通し適切・適正な表現・形式である。 

    第４問 

座標平面上において直線や曲線によって囲まれた図形の内部にある格子点の個数について，

数学的な問題を解決するための見通しをもったり，解決過程を振り返って，統合的・発展的に

考えたりする学習場面が設定されている。このことは問題作成方針に照らして適切である。文

章表現・用語は適切であり，配点も適切である。問題全体を通し適切・適正な表現・形式であ

る。 
    第５問 

今年収穫されたレモンの重さについて，ある地域におけるレモンのサイズが過去と比較して   

どの程度の重さがあるのかを検討するために，正規分布や二項分布の利用，抽出した標本につ

いて片側検定を行うなどの学習場面が設定されている。⑵では，抽出するべき標本の大きさを

求めるために，片側検定を用いる場面が設定されている。これは日常生活や社会の事象を焦点

化した問題を数学的な見方・考え方を働かせ，適切かつ能率的に処理する過程を重視しており，

問題作成方針に照らして適切である。文章表現・用語は適正であり，配点も適正である。問題

全体を通して適切・適正な表現・形式である。 

第６問 

球面上に設定した２点があり，もう一つの点をどのように設定すれば正三角形が作れるかに

ついて，ベクトルを用いて問題を解決するための見通しをもって，その後代数的な手法を用い

て数学的な見方・考え方を働かせ，適切かつ能率的に処理する学習場面が設定されている。丁

寧な誘導に従って，問題を解決することにより，数学における概念や原理を基に考察したり，

数学のよさを認識したりすることができる問題であり，問題作成方針に照らして適切である。

文章表現・用語は適正であり，配点も適正である。問題全体を通して適切・適正な表現・形式

である。 

第７問 

複素数平面上の３点Ａ，Ｂ，Ｃについて２直線が垂直になる条件について，各点の位置関係

によって，条件がどのように変化するかを考察する学習場面が設定されている。⑶では，２点

Ａ，Ｃが変化するときの垂直条件について，⑴⑵の解決過程を振り返り, その結果を基に，得

られた結果を意味付けたり，活用したり，統合的・発展的に考察したりすることができる問題

であり，問題作成方針に照らして適切である。文章表現・用語は適正であり，配点も適正であ

る。問題全体を通して適切・適正な表現・形式である。 
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数学化する力を問う問題も出題されており，バランスのとれた出題と言える。 

３ 分 量・程 度 

第１問 全問必答 

基本～標準的な難易度の設問で構成されており，小問の設定も丁寧である。設問数と文字数

は試験時間に照らして適切である。⑴(ⅲ)と⑵については，標準的な難易度であるが，学びの質

によって差がつきやすい良問である。 

第２問 全問必答 

基本～標準的な難易度の設問で構成されており，小問の設定も丁寧である。設問数と文字数

は試験時間に照らして適切である。 サシ については，標準的な難易度であるが，学びの質に

よって差がつきやすい良問である。 

第３問 全問必答 

基本～標準的な難易度の設問で構成されており，小問の設定も丁寧である。設問数と文字数

は試験時間に照らして適切である。⑵(ⅱ)については，標準的な難易度であるが，学びの質によ

って差がつきやすい良問である。 

第４問 選択問題 

基本～標準的な難易度の設問で構成されており，小問の設定も丁寧である。設問数は試験時

間に照らして適切であり，文字数についても適切である。⑶は学びの質によって差がつきやす

い問題で，やや難易度が高かったが，今後の学びの質を向上させるためにこのような設問は必

要である。問題全体としての難易度は適切である。 

第５問 選択問題  

基本～標準的な難易度の設問で構成されている。設問数及び文字数は試験時間に照らして適

切である。 スセソタ 及び  チ  ，  ツ  についてはやや難易度が高かったが，今後の学びの

質を向上させるためにこのような設問は必要である。問題全体としての難易度は適切である。 

第６問 選択問題 

基本～標準的な難易度の設問で構成されている。設問数及び文字数は試験時間に照らして適

切である。小問による誘導も丁寧であり，⑶については標準的な難易度であるが，学びの質に

よって差がつきやすい良問である。 

第７問 選択問題  

基本～標準的な難易度の設問で構成されている。設問数及び文字数は試験時間に照らして適

切である。小問による誘導も丁寧であり，⑶については標準的な難易度であるが，学びの質に

よって差がつきやすい良問である。 

４ 表 現・形 式 

第１問  

三角関数を含む方程式 sinα = sinβ を満たす解を，動径が 𝑦𝑦𝑦𝑦  軸について対称であること

を用いて考察する場面において，数学的な見方・考え方を働かせ，適切かつ能率的に処理した

り，論理的に推論したりする学習過程を意識した問題場面が設定されている。また，⑵では⑴

の解決過程を振り返り，統合的・発展的に考える力を問われており，問題作成方針に照らして

適切である。文章表現・用語は適切であり，配点も適切である。問題全体を通し適切・適正な

表現・形式である。 

第２問 

１日ごとに一定の倍率で増える水草が水面を覆う面積を題材として，事象の特徴を捉えて数

学化し，問題を解決する学習過程を意識した場面が設定されている。これは日常生活や社会の

事象を数理的に捉えた上で数学的に処理し問題解決につなげる過程を重視しており，問題作成

方針に照らして適切である。文章表現・用語は適正であり，配点も適正である。問題全体を通

して適切・適正な表現・形式である。 

第３問 

同じ導関数をもつ二つの３次関数を題材として，そのグラフの考察や，定積分を用いて二つ

の極値の関係を考察する場面において，数学的な見方・考え方を働かせ，適切かつ能率的に処

理したり，その解決過程を振り返って既習の知識と結び付け，概念を広げたり深めたりする学

習過程が意識されており，問題作成方針に照らして適切である。文章表現・用語は適切であり，

配点も適切である。問題全体を通し適切・適正な表現・形式である。 

    第４問 

座標平面上において直線や曲線によって囲まれた図形の内部にある格子点の個数について，

数学的な問題を解決するための見通しをもったり，解決過程を振り返って，統合的・発展的に

考えたりする学習場面が設定されている。このことは問題作成方針に照らして適切である。文

章表現・用語は適切であり，配点も適切である。問題全体を通し適切・適正な表現・形式であ

る。 
    第５問 

今年収穫されたレモンの重さについて，ある地域におけるレモンのサイズが過去と比較して   

どの程度の重さがあるのかを検討するために，正規分布や二項分布の利用，抽出した標本につ

いて片側検定を行うなどの学習場面が設定されている。⑵では，抽出するべき標本の大きさを

求めるために，片側検定を用いる場面が設定されている。これは日常生活や社会の事象を焦点

化した問題を数学的な見方・考え方を働かせ，適切かつ能率的に処理する過程を重視しており，

問題作成方針に照らして適切である。文章表現・用語は適正であり，配点も適正である。問題

全体を通して適切・適正な表現・形式である。 

第６問 

球面上に設定した２点があり，もう一つの点をどのように設定すれば正三角形が作れるかに

ついて，ベクトルを用いて問題を解決するための見通しをもって，その後代数的な手法を用い

て数学的な見方・考え方を働かせ，適切かつ能率的に処理する学習場面が設定されている。丁

寧な誘導に従って，問題を解決することにより，数学における概念や原理を基に考察したり，

数学のよさを認識したりすることができる問題であり，問題作成方針に照らして適切である。

文章表現・用語は適正であり，配点も適正である。問題全体を通して適切・適正な表現・形式

である。 

第７問 

複素数平面上の３点Ａ，Ｂ，Ｃについて２直線が垂直になる条件について，各点の位置関係

によって，条件がどのように変化するかを考察する学習場面が設定されている。⑶では，２点

Ａ，Ｃが変化するときの垂直条件について，⑴⑵の解決過程を振り返り, その結果を基に，得

られた結果を意味付けたり，活用したり，統合的・発展的に考察したりすることができる問題

であり，問題作成方針に照らして適切である。文章表現・用語は適正であり，配点も適正であ

る。問題全体を通して適切・適正な表現・形式である。 
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５ ま  と  め（総括的な評価） 

本年度の平均点は 51.56 点であった。昨年度までの試験と出題内容や試験時間に違いがあること

から単純には比較できないが，平均点はやや下降した。多くの問題が基本～標準的な設問で構成さ

れていた点に加え，分量においても全体的に適切な量であり，出題内容においても極端な偏りもな

く適切であった。昨年度に引き続き，焦点化した問題を数学的に処理する知識・技能を問うだけで

なく，会話文などから問題解決の見通しをもったり，目的に応じて数，式，図，表，グラフなどを

用いて数学的な見方・考え方を働かせ，適切かつ能率的に処理したりする思考力・判断力・表現力

等を問うている。また，解決過程を振り返るなどして概念を形成することについて，統合的・発展

的に考える思考力・判断力・表現力等を問うている。これは数学的な問題解決の過程を重視してお

り，問題作成方針に沿った出題となっている。 

問題提示について，昨年度同様，問題の一部分を枠で囲んだり，書体を変えたり，会話文を必要

最低限にまとめたりするなどの工夫が見られた。また，複雑な計算を行うことで結論が得られる問

題よりも，問題解決の過程を振り返って深く考えることで結論が得られる問題が多く，どの問題も

各設問間のつながりを意識し作られていた。さらに，問題文の余白（計算スペース）も十分にあっ

た。これらは，一昨年度の問題評価・分析委員会報告書で提案されていたことであるが，その提案

が前回実現し今回も継続された形となっている。昨年度の提言を踏まえ，受験者の力をより適正に

見取ることができる問題提示の形式であったと評価できる。 

仮説検定を含めて再構築された第５問「統計的な推測」，新たに出題された第７問「平面上の曲

線と複素数平面」については，他の問題と同様に知識・技能を問うだけでなく，問題解決の過程を

振り返って考える問題であった。また，昨年度に引き続き前設問が正解の場合のみ点が与えられる

問題が，今年度は第５問で出題された。正しく確率を求めることが判断を行う前提であることから，

仮説検定の過程を重視した配点であり，受験者の力をより正確に見取ることができる。さらに，解

答群から選択する設問が複数あり，受験者が論理的に思考できているかを問えるように配慮されて

いた。 

第６問では，単に空間ベクトルの知識を活用するだけでなく，正三角形の存在条件について考え

る題材であった。これは数学的な問題の解決を図るために，事象の本質を認識して統合的・発展的

に考えたりする力が求められていた。 

課題としては，第１問と第４問において，受験者の学習の履歴によって解答のしやすさに差が出

たと思われる問題が，わずかながらあった点である。しかし，丁寧な問題解決の方針に従って考察

すれば正解に辿りつくことができ，深い学びや学びの質の向上にも必要な設問であったと言える。 

全体としては，高等学校数学の学びの質を問うよく練られた問題であり，高校現場における授業

改善，テスト作問の在り方について大きな示唆を得た。様々な制約の中で問題作成にかかわった諸

先生方，関係各位に敬意を表したい。 

第２ 教育研究団体の意見・評価 

○ 公益社団法人 日本数学教育学会 

（代表者 清水 美憲  会員数 約2,300人） 

ＴＥＬ 03-5988-9872 

１ 前     文 

「令和７年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト問題作成方針」等で，問題作成のねらい，

範囲・内容，問題の分量・程度，問題作成における配慮事項が示され，「主体的・対話的で深い学

び」を通して育成することとされている，深い理解を伴った知識の質を問う問題や，知識・技能を

活用し思考力・判断力・表現力等を発揮して解くことが求められる問題の出題が述べられている。

また，数学の問題作成の方針として，事象を数理的に捉え，数学の問題を見いだすこと，解決の見

通しをもつこと，目的に応じて数，式，図，表，グラフなどの数学的な表現を用いて処理すること，

及び解決過程を振り返り，得られた結果を意味付けたり，活用したり，統合的・発展的に考察した

りすることなど数学の問題発見・解決の過程を重視するとされている。以下では，これらの点とと

もに，数学的に考える資質・能力の育成や，主体的・対話的で深い学びの実現など，高等学校にお

ける日頃の授業への影響や改善への貢献も考慮して，本年度に実施された共通テストの総合的な検

証と評価を具体的に述べる。 

２ 試験問題の程度・設問数・配点・形式等への評価 

第１問 (配点 15 点) 

⑴ 冒頭で，0 ≦ 𝜃𝜃𝜃𝜃 < 𝜋𝜋𝜋𝜋 のとき，方程式①の解 𝜃𝜃𝜃𝜃 を求めるという目標が明記されるとともに， 

𝛼𝛼𝛼𝛼 = 𝜃𝜃𝜃𝜃 + 𝜋𝜋𝜋𝜋
6

, 𝛽𝛽𝛽𝛽 = 2𝜃𝜃𝜃𝜃  とすると①が sin𝛼𝛼𝛼𝛼 = sin𝛽𝛽𝛽𝛽 …②となることが明記されている。生徒が間

違いやすい問題が題材となっているとともに，加法定理を使わずに求められるなど，数学的

な処理のよさや数学的に考えるよさの感得が期待できる問題となっている。また，授業で「ど

のように学ぶか」が設問を通して具体的に示されている。 

(ⅰ) 𝛼𝛼𝛼𝛼 = 𝛽𝛽𝛽𝛽 となる 𝜃𝜃𝜃𝜃 と sin𝛼𝛼𝛼𝛼 = sin𝛽𝛽𝛽𝛽 の値を解答させることを通して，基礎的・基本的な知識・

技能を評価している。 

(ⅱ) 𝛼𝛼𝛼𝛼 ≠ 𝛽𝛽𝛽𝛽 でも sin𝛼𝛼𝛼𝛼 = sin𝛽𝛽𝛽𝛽となる場合を考察させ，正弦の定義に関する知識・技能を評価し

ている。また，この後の解決の見通しをもたせる役割も担っている。 

(ⅲ) 0 ≦ 𝜃𝜃𝜃𝜃 < 𝜋𝜋𝜋𝜋 において 𝜃𝜃𝜃𝜃 ≠ 𝜋𝜋𝜋𝜋
6

 の場合，つまり 𝛼𝛼𝛼𝛼 ≠ 𝛽𝛽𝛽𝛽 のときの sin𝛼𝛼𝛼𝛼 = sin𝛽𝛽𝛽𝛽 となる 𝜃𝜃𝜃𝜃 について，

鋭角と鈍角の場合に分けて方程式①を考えさせている。(ⅱ)における解決の見通しに沿って，

𝛼𝛼𝛼𝛼 と 𝛽𝛽𝛽𝛽 の関係を見出せるかどうかを評価している。 

⑵ cos𝛼𝛼𝛼𝛼 = cos𝛽𝛽𝛽𝛽,   𝛼𝛼𝛼𝛼 = 𝜃𝜃𝜃𝜃 + 𝜋𝜋𝜋𝜋
6

,   𝛽𝛽𝛽𝛽 = 2𝜃𝜃𝜃𝜃  (0 ≦ 𝜃𝜃𝜃𝜃 < 𝜋𝜋𝜋𝜋) の解 𝜃𝜃𝜃𝜃 を求めることを通して，⑴の考察を

振り返り，統合的・発展的に考察する力を評価している。 

第２問 (配点 15 点) 

必要に応じて常用対数表を用いてもよいことが問題文に予め示されている。日常生活におけ

る事象を数理的に捉え，数学的に処理する力を評価している。 

⑴ 水草Ａの量と観測日の表から，３日ごとに水草の量が 1.32 倍となるという仮定に基づい

て事象を数理的に捉え，𝑟𝑟𝑟𝑟3 = 1.32 という式に表現できるかを評価している。また，対数の定

義，性質及び常用対数表の理解を評価している。数学的な処理を評価しているだけでなく，
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